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学位論文内容の要旨 
 
木本植物であるシャクナゲ・カルミア組織培養苗は、無菌状態で栽培されるため外界の環境変動に弱く、
その管理には細心の注意を払わなくてはならない。また、根の発生・生育が非常に遅いため、乾燥に弱く、
病気になりやすいという生産上の問題を抱えている。そこで本研究では、微生物と植物の関係に着目し、
PGPR のように植物の生長促進作用をもつ微生物を利用してこれらの問題の解決を試みようとした。本研究
は、組織培養苗の根の発生や生育を促進する MBR52 の探索過程ならびにその生理作用を詳細にとりまとめ
た上で、その生理活性を解析し、現場での活用法を検討することを目的とした。 
【第二章】 
圃場生育シャクナゲの成木から放線菌 73 菌株を分離し、その中からキュウリ種子根の生育を促進する放
線菌を選抜した。その培養性状、生理的・形態的特徴、16S rDNA の解析から、本菌を Streptomyces sp MBR52
（以後、MBR52 と略記）と同定した。シャクナゲ組織培養苗が生育しているフラスコ内の培地上に MBR52
の菌液を接種したところ、培養 10 日目には、本菌はフラスコ内の苗に定着した。土壌に移植したこの苗で
は、不定根の発生・生育が促進された。MBR52 処理による根生育促進作用は、MBR52 の代謝産物に起因する
と推定された。 
【第三章】 
MBR52 の根生育促進活性物質を安定的・効率的に回収する方法と、その活性評価のためのバイオアッセ
イ法を検討した。MBR52 の菌体で調製した“MBR52 菌体膜”を使用して調製した“MBR52 膜水”でブロッコ
リーなどの幼苗を処理すると、その不定根や種子根の生育が顕著に促進された。また、ブロッコリーの種
子根の伸長を指標とするアッセイ法 B はサンプルの微量化および検定期間の短縮に有効な優れた方法だっ
た。 
【第四章】 
MBR52 菌体水の精製・根生育促進物質の単離を試みた。MBR52 菌体水を HPLC で分析したところ、多くの
ピークが検出され複数の画分に強い活性が認められたことから、MBR52 菌体水中には根生育促進物質が複
数存在すると推察された。菌体水中から非活性物質を除去するために固相抽出法による精製を行ったとこ
ろ、活性物質に相当する可能性の高い 1 本のピークが得られた。これらのデータに基づいて、さらに精製
を進め、活性物質の同定を行うことが今後の課題である。 
【第五章】 
シャクナゲよりも根の発生・生育が遅いカルミアの組織培養苗を供試植物として使用し、現場の作業に
適した MBR52 による実用的苗処理法を検討した。セラミックビーズに MBR52 を定着させた MBR52 定着ビー
ズを現場で使用している組織培養苗用の培養土に混入すると、カルミア苗不定根の発生・生育が顕著に促
進され、根の発生・生育を促す栽培行程（馴化）が大幅に短縮された。 
以上の結果より、MBR52 の植物根生育促進作用は、本菌の代謝産物の作用に起因することが示唆された。
本研究では、活性物質の効率的回収方法とアッセイ法の開発、また、本菌の実用的な施用法の開発にも成
功した。本菌は、広範な作物の生育促進を誘起することから、今後の応用が期待できる。 
 
論文審査結果の要旨 
 
木本植物であるシャクナゲ・カルミアの大量繁殖のため用いられる組織培養苗は、無菌状態で
培養されるため、外界での馴化に移した段階で、環境適応力に弱く、その管理には多大のコスト、
労働力を要している。特に、根の初期発生・生育が非常に遅いため、乾燥に弱く、病気になりや
すいという生産上の問題を抱えている。本論文研究は、微生物と植物の関係に着目し、植物の生
長促進作用をもつ微生物を利用してこれらの問題の解決を試みようとしたものである。同氏は、
まず、シャクナゲ成木から、内生放線菌 73 菌株を分離し、その中からキュウリ種子根やシャクナ
ゲ不定根の伸長を促進する MBR52 菌株を選抜した。本菌は、再接種により、10 日後にはシャクナ
ゲに定着することを見いだしている。次に、この根生育促進物質の探索と、その評価の為のバイ
オアッセイ法を開発した。すなわち、効率よく活性成分を分離する為の菌体膜“膜水”回収法と
ブロッコリー種子根を用いたアッセイ法を開発した。さらに、膜水から、活性成分の分離を試み、
活性成分は複数有り、熱安定性、保存性が高く、分子量１万以下の極性物質であることを明らか
にした。 
また、実際の生産現場への本菌の適用拡大のため、セラミックビーズ表面上で培養して、導入
することを考案した。本法で、培養した菌体を圃場に導入すると、カルミア組織培養苗の不定根
の発生が顕著に促進され、通常３ヶ月を要する栽培行程（馴化）が約一ヶ月に短縮されることを
見いだした。 
以上のように、同氏の研究は、発見した植物内生放線菌の応用により、栽培のコストや労働力
の軽減、また、農薬資材の軽減によって、作業の安全を促進する上で大きく貢献することが期待
され、今後の内生放線菌学の発展にも寄与する内容である。これらの研究内容は、
Actinomycetologica(レフェリー付)に３報掲載され、また、2006 年には、日本放線菌学会浜田賞
の栄誉に輝いている。以上のことから、本論文は博士（学術）の学位に十分値すると判定した。 
